
ＥＣＯ活動
環境教育

いのち・自然を
大切にする
心を育む

ほめて
伸ばす

本城東幼稚園では、自然体
験・運動活動・異年齢交流など
を通して、たくさんの気持ちを
味わい、学びます。全ては
体験活動から。子どもに必要な
「成長」がここにあります。

１学期

子どもと保護者が一緒に
成長し続ける幼稚園

【保護者の参加】

４月：入園式
保護者会総会（書面決議）

５月：遠足参観
７月：個人懇談

【園児のみ参加】
４月：対面式、交通安全教室
６月：さつま芋の苗植え など
７月：七夕の会

【保護者の参加】

１２月：個人懇談会
１月：遊戯会
３月：保護者会総会（書面報告）

卒園式
【園児のみ参加】

１２月：ｸﾘｽﾏｽ会
.  ２月： 節分の会

３月：ひな祭り、お別れ会
修了式 など

本城東幼稚園ってどんなところ？

地域の環境を生かし子どもの
主体性を尊重し『感動の教育』
を実施します。元気・根気・勇
気のある子どもの素地をはぐく
みます。

本城東幼稚園
独自カリキュラム

1日の流れ

1年間の行事

１人ひとりが主役

体操教室

専門の講師による跳び
箱やマット、縄跳びな
ど運動遊びを通して、
生き生きと体を動かす
楽しさを味わいます。

英語あそび教室

外国人や英語に慣れ親しみ
コミュニケーション能力や
豊かな表現力を育みます。
世界には様々な国や文化が
あり、英語あそびを通じて
多様性を学びます。

造形あそび教室

豊かな感性や想像力を
育み自分の思いを形と
して表現する楽しさを
味わいます。
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【保護者の参加】
１０月：スポーツフェスティバル
１１月：秋祭り（保護者会主催）

【園児のみ参加】
９月：芸術鑑賞

お店屋さんごっこ
１０月：どんぐり遠足
１１月：みかん狩り遠足

日帰り保育（年長）



本城東幼稚園
学校法人本城学園 認定こども園

本城東幼稚園らしさって？
一日ママ先生、パパ先生保育体験 子どもの主体性をはぐくむ

～なかよしテーブル～

ECO活動・環境教育 グリーンカード活動
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365日の絵本 地域の子育て支援

にこにこランド
年間約６回ほど、園へお越し
いただき先生と親子で楽しめる活
動をしています。
おうちの方との触れ合い遊びや、
楽しいお話・遊戯など、季節に
合った活動を行います。その際は、
ホームページ上でお知らせします。

園での生活の中では、友達
と意見が分かれたり、けんか
になってしまうことも…

そんな時、先生に見守られ
ながら、自分の気持ちを自分
の言葉で、落ち着いて伝え合
うことの出来る『なかよし
テーブル』があります。

一人ひとりの存在が大切だか
らこそ、自分の考えをのびの
びと伝え合えるようになって
ほしいと願っています。

保護者が子ども達の
ありのままの姿を、マ
マ・パパ先生として日
常に溶け込みながら見
守ることで普段のお子
様の様子がわかります。

体験された保護者か
らは、とても好評で
「友達との遊ぶ様子が
見られてよかった！」
との声を頂いています。

物を大切にする心は、自分や周りの人を
大切にする心に繋がるという思いから、取り
入れています。ＥＣＯ活動が特別な活動
ではなく「当たり前」の活動となるよう、
日頃から意識しています。

良い行いを視覚で表し理解する活動です。
友達、大人同士も良い所を「認め合う」という
取り組みです。プラス思考の眼差しが自己肯定
感を育むことになり次へのチャレンジに繋がり
ます。

絵本は、心の栄養ともいわ
れています。365日、毎日、
子ども達が絵本と触れ合える
環境を整えて、感性を育みま
す。子どもたちが選んだ絵本
を借りて帰ります。


